
（様式１） 

《 記載例 》 

平成 21 年度 業務実績報告書 

（第 1 期中期計画・第 1 事業年度） 

平成○○年○月 

地方独立行政法人 静岡県立病院機構 

資料４ 
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Ⅰ 機構の概要 

１ 名 称 

地方独立行政法人静岡県立病院機構 

２ 所在地 

静岡市葵区北安東四丁目 27番 1 号 

３ 法人の設立年月日 

平成 21年 4 月 1 日 

４ 設立団体 

静岡県 

５ 目 的 

（定款に定められた目的などから記載） 

６ 業 務 

（定款に定められた業務などから記載） 

７ 資本金の額 

(資本金を記載) 

８ 代表者の役職氏名 

理事長 神原啓文 

９ 役 員 

(役員の数等を記載) 

10 組織図 

（機構、3病院の組織図を記載） 

11 法人が運営する病院の概要 

（3病院の概要を記載） 

Ⅱ 当該事業年度における業務実績報告 

１ 対象期間 

平成 21年 4 月 1 日から平成 22年 3 月 31 日まで 

（中期計画の期間 平成21年 4月 1日から平成26年 3月 31日までの5年間） 
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２ 業務実績全般 

（１）機 構 

○総括 

（21 年度業務実績についての総括を記載） 

○業務実績を示す各種指標 

(指標記載例) 

・ 業務実績を示す指標 

・ 収支状況を示す指標 

・ 患者満足度を示す指標 

・ 医療の提供や地域連携の状況を示す指標 

・ 職員数の状況 

○特記事項 

（21 年度業務実績についての特記事項を記載） 

（２）総合病院 

○総括 

（21 年度業務実績についての総括を記載） 

○業務実績を示す各種指標 

(指標記載例) 

・ 業務実績を示す指標 

・ 収支状況を示す指標 

・ 患者満足度を示す指標 

・ 医療の提供や地域連携の状況を示す指標 

・ 職員数の状況 

○特記事項 

（21 年度業務実績についての特記事項を記載） 

（３）こころの医療センター 

○総括 

（21 年度業務実績についての総括を記載） 

○業務実績を示す各種指標 

(指標記載例) 

・ 業務実績を示す指標 

・ 収支状況を示す指標 

・ 患者満足度を示す指標 
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・ 医療の提供や地域連携の状況を示す指標 

・ 職員数の状況 

○特記事項 

（21 年度業務実績についての特記事項を記載） 

（４）こども病院 

○総括 

（21 年度業務実績についての総括を記載） 

○業務実績を示す各種指標 

(指標記載例) 

・ 業務実績を示す指標 

・ 収支状況を示す指標 

・ 患者満足度を示す指標 

・ 医療の提供や地域連携の状況を示す指標 

・ 職員数の状況 

○特記事項 

（21 年度業務実績についての特記事項を記載） 

4－4



３ 項目別実績 

中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

自己評価 
中期計画 

年度 

計画 
計画実施のための手段 行動計画 業務の実績 

説明 

備 考 

（業務の実績に関する評価） 

取組みと成果に対する評価を記載する。 

（A,B,C 評価の理由） 

循環器病センター機能を生かし 

て、循環器疾患の患者に対し、24 

時間を通して高度な専門的治療を 

提供する機能について、当直等の 

勤務体系を考慮した体制の整備を 

図る。 

・冠状動脈疾患集中治療室（CCU）を中心に 

24 時間体制で稼働し、 高度専門診療を提供 

する。 

・循環器内科、神経内科、腎臓内科、心臓血 

管外科等が有機的に連携して、循環器病セ 

ンター機能を生かした総合血管に係るチー 

ム医療の推進を図る。 

・脳卒中発症患者に対する在宅医療の情報提 

供等、患者の在宅等への復帰に向けた取組 

みを推進する。 

・取り組んだ過程（プロセス）や成果につ 

いて記載する。 

・過程については極力詳細に記載し、成果 

については、外部要因や内部要因の分析結 

果を踏まえて記載する。 

・なお、自己評価の際、傾向により判断す 

るものは年度別推移を、目標が達成できた 

かできないかで判断するものは目標数値 

や達成の基準についても記載するなど、判 

りやすい表記に努める。 

（記載例） 

・24 時間体制を構築するために講じた内容 

とその成果、CCU の稼働率の実績（結果） 

・専門医の確保対策（取組み）と配置状況 

（結果、成果） 等 

Ａ
～

Ｃ
 

（課題） 

今後の取組みに向けての課題（機構内で解決 

できる課題、外部要因による課題で機構内だ 

けでは解決できない課題も含む） を記載する。 

がん疾患の患者に対して、地域 

がん診療連携拠点病院としての高 

度な集学的治療を提供する体制、 

情報提供・発信する体制の充実を 

図る 

・外来化学療法センターのスタッフの専門性 

を向上するとともに、施設改修により拡充 

と環境整備を行う。 

・がん患者が速やかに検査や手術を受けられ 

る体制を構築するため、 手術室、 内視鏡室、 

放射線科のスタッフを増員する。 

・がんに関する相談支援及び情報の提供・発 

信の強化を図るため、がん相談窓口のスタ 

ッフを拡充する。 

（課題） 

１ 医療の 

提供 

（総 合 病 院） 

Ⅰ

１ 

（1） 

重篤な救急患者に対して救命救急 

センターに準じた機能の段階的な 

整備を図る 

・医師の増員を図るとともに、勤務体系にも 

配慮した当直・日直体制を整備する。 

・救急車の受入率 90％以上を維持する。 
（課題） 

１ 医療の 

提供 

（こころの 

医療セン 

ター） 

Ⅰ

１ 

（2） 

24 時間体制で精神科救急医療相談 

に応じ患者を受入れるとともに、 

新たな入院患者が90日以内に退院 

し社会復帰できるよう支援する精 

神科救急・急性期医療の提供体制 

の整備を図る 

・精神科救急・急性期医療への対応強化を図 

るため、診療科体制や看護体制の再編整備及 

び在宅医療支援体制を整備する。 

また、入院患者を救急・急性期を中心とし 

た重症者に特化し、平均在院日数の短縮を図 

る。 

（課題） 

中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

評価凡例（案） 

Ａ 計画に対し十分に取り組み、成果も得られている。 

Ｂ 計画に対し十分に取り組んでいる。 

Ｃ 計画に対する取組みは十分ではない。 
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中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

自己評価 
中期計画 

年度 

計画 
計画実施のための手段 行動計画 業務の実績 

説明 

備 考 

24 時間体制で精神科救急医療相談 

に応じ患者を受入れるとともに、 

新たな入院患者が90日以内に退院 

し社会復帰できるよう支援する精 

神科救急・急性期医療の提供体制 

の整備を図る 

・新たな入院患者が 90 日以内に退院できる 

よう促進し、精神科急性期治療病棟入院料 

の施設基準を取得する。 

・精神科救急医療相談など総合的な医療相談 

の体制を整備する。 

・救急・急性期医療を中心とした診療体制等 

に見直すことから、救急外来の窓口拡張・ 

迅速化を図るため、管理棟１階のレイアウ 

ト変更計画を作成する。 

（課題） 

Ⅰ

１ 

（2） 

他の医療機関では対応することが 

困難な重症患者への先駆的療法へ 

の積極的な取組をする 

・薬物療法による治療効果が低い重症患者に 

対する治療法として、mＥＣＴ（修正型電 

気けいれん療法））の実施に向けた検討を 

行う。 

・治療抵抗性の症例に対する治療として、先 

端薬物療法（クロザピンなど）の取組に向 

けた検討を行う。 

（課題） 

多職種チームによる包括的な在宅 

医療支援体制モデルを構築する 

・新設する在宅医療支援部を中心とした包括 

的在宅ケア （ＡＣＴ)チームによる退院支援 

と手厚い２４時間３６５日サポート体制 

による退院後の地域生活支援モデルを構 

築する。 

（課題） 

１ 医療の 

提供 

（こころ 

の 医 療 

セ ン タ 

ー） 

医療観察法等の司法精神医療に積 

極的に関与する 

・医療観察法指定医療機関としての機能を発 

揮する体制を整備する。 

（課題） 
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中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

自己評価 
中期計画 

年度 

計画 
計画実施のための手段 行動計画 業務の実績 

説明 

備 考 

Ⅰ

１ 

（3） 

小児重症心疾患患者に対し、24 時 

間を通して高度な先進的治療を提 

供する体制を整備する 

・心臓カテーテルによるインタベーション（内 

科的治療操作） の実施件数の増加に向け学会 

認定を取得する。 

・循環器集中治療科の新設、ＣＣＵ（循環器集 

中治療）医の増員により、重症心疾患診療体 

制の充実を図る。 

（課題） 

地域の医療機関と連携して、ハイ 

リスク胎児・妊婦を早期に把握、 

治療するための一貫した医療シス 

テムの構築に努めるとともに新生 

児に対して高度な先進的治療を提 

供するための体制を拡充する 

・新生児未熟児科医の増員などにより、高度新 

生児医療の強化を図る。 

・地域の産科医療機関との検討会・研修会を通 

じて、産科医の診断能力向上を支援する。 
（課題） 

精神疾患を持つ小児患者やその家 

族に対して、児童精神分野におけ 

る中核的機能の発揮に努める 

・県内の児童精神科医療の中核機関として、外 

来・入院治療の充実を図る。 

・厚生労働省の「子どもの心の診療拠点病院推 

進事業」 のモデル事業に静岡県の拠点病院と 

して参加する。 

（課題） 

24 時間を通して重篤な小児救急患 

者の受け入れ体制を強化するとと 

もに、患者の重症度に応じ、地域 

の医療機関と分担して受け入れる 

体制づくりに協力する 

・救急総合診療科を新設し PICU（小児集中治 

療センター） と共に小児救急医療への対応を強 

化する。 

・患者の重症度に応じた地域の医療機関との機 

能分担を推進するため、 地域の救急医療機関や 

消防機関との検討会を定期的に開催する 

（課題） 

１ 医療の 

提供 

（こども病 

院） 

小児がん診療の拠点病院として、 

高度な集学的医療へ積極的に取り 

組む 

・血液腫瘍に対しては、骨髄・末梢血管細胞・ 

臍帯血移植などの治療法を利用して対応する。 

（課題） 

中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 
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中期計画 

第１ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

自己評価 
中期計画 

年度 

計画 
計画実施のための手段 行動計画 業務の実績 

説明 

備 考 

Ⅰ

１ 

（1） 

医師派遣など地域医療機関を支 

援する（総合病院） 

・地域医療支援病院としての使命を果たすた 

め、医師を確保したうえで、医師不足が顕著な 

公的病院に医師を派遣する。 

（課題） 

Ⅰ

１ 

（2） 

精神障害者及び家族からの精神医 

療に関する救急的な相談に応じ、 

必要な情報を提供する取組を強化 

する（こころの医療センター） 

・精神科救急医療への対応の充実強化を図るた 

め、 精神科救急情報センターに専用電話を設置 

し、24 時間体制で精神障害者及び家族からの 

相談に応じ、必要な情報を提供する。 

（課題） 

４ 医療に 

関 す る 

地 域 へ 

の支援 

Ⅰ

１ 

（3） 

遠隔画像システムや院内研修の提 

供に向けた取組（こども病院） 

・国内外の医療機関との映像情報を通じた研修 

や診断を実施する。 

・地域の医療機関等の看護師、保健師への実習 

研修を継続実施する。 

（課題） 
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中期計画 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

自己評価 
中期計画 

年度 

計画 
計画実施のための手段 行動計画 業務の実績 

説明 

備 考 

Ⅰ

３ 

（2） 

１ 簡素で 

効 率 的 

な 組 織 

づくり 

医療ニーズや業務量の適切な把握 

と組織体制等への反映 

・事務部組織のフラット化、病院支出予算等 

の決裁権限の病院長への委任により事務の 

スピード化を図る。 

（課題） 

医療費に係る相談体制の充実・未 

収金回収のアウトソーシングの促 

進等、効率的な未収金対策を講じ 

る 

・未収金の圧縮を図るため、未収金の収納勧 

奨等について外部の専門会社を活用して医療 

未収金対策を充実する。 

（課題） 

診療報酬制度の研修体制、専門的 

な知識を有する事務職員の養成 

等、診療報酬の適正な収入確保対 

策を講じる 

・診療報酬の適正請求にかかる研修会等を実 

施する。 

（課題） 

２ 効率的 

な業務運 

営の実現 

Ⅰ

１ 

（1） 

（2） 

（3） 

コスト節減への取組を強化する ・診療材料費等の節減のための対策を実施す 

る。 

・効率的な医療機器購入及び管理のための対 

策を実施する。 

・複数年契約や集約化等による委託の見直し 

をする。 

①契約の複数年化 

②契約の３病院一本化 

③委託業務の包括化 

（課題） 
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